USC Idyllwild Workshop : 「超低温物理の新しい問題」に参加して by 水崎, 隆雄 & 大見, 哲巨
Title USC Idyllwild Workshop : 「超低温物理の新しい問題」に参加して
Author(s)水崎, 隆雄; 大見, 哲巨



















100人程 (その内日本人は15人程度)に参加者を制限し, プログラムや会議の進行 も自由に,
インフォーマルな討議を主にしたものでした｡アイデルワイル ドは海抜約 2,000m,相当高い




















































































より大きな圧力の下で混合固体を冷却 してゆくと相分離が起りhcpの固体 4Heと液体 3Heが
共存する｡その状態より出発して固体の圧力をゆっくりと減圧 してゆきP*より小 さくすると
















Harrison(Queen'sUniv･)は,焼結金属 と液体 3Iieの間の超低温における Rkの異常の






























Chapellier(Orsay)は分子容 vmの大きい固体 3HeのTl を温度の関数として測定し, 負
もVmの大きな固体のExchange-Vacancy間のTlが異常に短いことから,融解点近 くの Vm の
大きな固体のVacancyに異常がある可能性を主張した｡
GreenbergとSullivan(Orsay)はVmの大きな固体 3Heの Tlを高磁場中で測定し従来の


























































































































































M.Kubotad)‥ (Jilich):NuclearOrderingin PrNi5 LTでの報告にコメントして,
x′(a))の測定より緩和時間を議論した｡
M.Chapellier:NuclearOrderinginlnsulators
D.Roubeau:ExperimentalSet-upforinvestigatingNuclearOrderinginLiH
byNeutrondiffraction
上記の2つはよく知られたSaclayのAbragam グループが行っているDynamicPolariza-
tionの方法と回転系での断熱消磁を組み合せた独特な方法による核整列の実験の話で, 新 し
い結果はない｡
T.Ohtsukae)(Tohoku)･.HJyperfineenhancedNuclearOrderingininsulators
東北大で行なっている上記の系統の一連の磁性物質の実験結果の報告で,学会でもよく発表
されておりますのでみなさまよく御存知と思います｡
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